
第10-11講【実施・達成されたカリキュラム】とは何か
－草原和博ほか（2015）「「社会科教師はどのようなカリキュラム

デザインが可能か（2）」『学校教育実践学研究』第21巻
南浦涼介（2013）「子どもたちの社会科学習観形成のために

教師は何ができるか」『社会科研究』79－

社会系（地理歴史）
カリキュラムデザイン論



（子ども） 達成された社会科カリキュラム

（国・県） 意図された社会科カリキュラム

（教師） 実施された社会科カリキュラム

？

？



演習課題１

論文からみんなで考える(グループワーク)

(1) 自分たちでもやってみよう…11:30まで
→ 草原論文を参考にして意思決定を説明する
→ 0枚目に，班の名前と発表者の名前を入力する
→ 1枚目に，場面設定（学校が直面する課題，担任学級・担当
授業，子どもの状況など）と教師の教科観を示す

→ 2-3枚目に，3-5時間の目標と指導計画を示す。毎時
の学習課題と学習材の活用が分かるように

(2) 最優秀プランを決める…理由を添えて自分
以外の班に投票。優勝班には5点を加点。



場面設定
１．中学校の3年A組の担任。教科は3年生の3学級と2年生の2学級。

２．12月の最終週に時間を捻出して「3年間のまとめの授業」をしたい。
社会科教師として卒業生にエールを送りたい。

３．社会科で2時間，HRと道徳で2時間を確保する。

４．子どもは，原則，みな進学を希望している。入試はもちろん，将来に
不安を覚えるものも少なくない。

５．保護者との関係は構築できた。しかし，日本語を母語としない家庭も
あり，きめ細やかな連絡が欠かせない。

６．学校は，基礎学力の定着とコミュニケーション力の育成を重点課題
に設定する。社会科でも対話の場を増やしている。

７．管理職は，新しいことにチャレンジしたり，地域や社会と交流しながら
授業を展開することに理解を示してくれる。

対話を通して社会の「なぜ」「どうすべきか」を探究し，
主権者として社会に関わることのできる子どもを育てたい



小単元名「生きにくい社会に生きるために」

小単元の目標 私たちがこれから生きていく様々な社会に張り巡らされた
権力作用を分析できるとともに，そこの権力作用を再構築していく方策
を提言できる。

第1時【高校・道徳】 教室という小社会の子どもと子どもにどのような関係
が成立しているかを説明できる。
→Q1：なぜいじめが生まれるか→どうやって抜け出すか？

第2時【大学・社会科】 カップルという小社会の好きなものどうしにどのよう
な関係が成立しているかを説明できる。
→Q2:なぜ暴力がはびこるか？→どうやって別れるか？

第3時【職場・社会科】 会社という小社会の労働者と雇用者にどのような
関係が成立しているかを説明できる。
→Q3:なぜブラックな職場になるか→どうやって辞めるか？

第4時【未来の私・HR】 いま社会で困っている人宛てに（本当は将来困っ
ているかもしれない私宛てに）「どうしたらよいか」をアドバイスする
ビデオメッセージを撮影して，YouTubeにアップする





第１節



第２節



第３節


